
は
、
地
域
情
報
化
の
推
進
や
電
子
自
治

体
の
構
築
な
ど
に
向
け
た
本
市
の
情
報

政
策
全
般
に
つ
い
て
、
専
門
的
見
地
か

ら
市
長
に
対
し
助
言
を
行
う
。
ま
た
、

自
ら
企
画
、
調
整
を
担
当
す
る
ほ
か
、

職
員
の
指
導
を
そ
の
職
務
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
報
酬
月
額
は
、
20
万
６
千
円

で
あ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
14

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

て
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
U

の
事

業
の
拡
大
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
従
来
の
総
合
的
な
相

談
・
支
援
事
業
に
加
え
、
こ
の
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
U

を
子
育
て
支
援
の

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
の
拠
点
に
位
置

づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
児
童

相
談
所
的
な
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
施
設

と
し
て
、
児
童
虐
待
の
防
止
及
び
早
期

発
見
・
対
応
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
U

が
所
管
す
る
個
別
の
事
業
と
し
て
、
従

来
の
一
時
保
育
サ
U

ビ
ス
や
子
ど
も
シ

ョ
U

ト
ス
テ
イ
サ
U

ビ
ス
の
ほ
か
、
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
サ
U

ビ
ス
等
が
新

た
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
そ
れ
ら
の
サ
U

ビ
ス
の
利
用
料

に
つ
い
て
、
１
日
を
単
位
と
す
る
場
合

は
５
千
円
以
内
で
、
１
時
間
を
単
位
と

す
る
場
合
は
750
円
以
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ

規
則
で
定
め
る
金
額
と
し
た
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
14

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

今
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
「
三
鷹
市

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
U

条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」の
提
案
が
あ
り
、

厚
生
委
員
会
に
付
託
、
審
査
の
う
え
、

28
日
の
本
会
議
で
委
員
長
報
告
ど
お
り

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
議
案
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

中
央
通
り
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
内
に
「
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
U

の
び
の
び
ひ
ろ

ば
」
を
新
た
に
開
設
す
る
こ
と
に
伴
っ

こ
と
を
求
め
た
。
（
予
算
関
連
記
事
は

３
、
４
、
５
面
に
掲
載
）

本
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
「
三
鷹
市

非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
提
案
が
あ
り
、
総
務
委
員
会
に

付
託
、
審
査
の
う
え
、
28
日
の
本
会
議

で
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
議
案
は
、
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
と
し
て
、
新
た
に
情
報
政
策
コ
U

デ

ィ
ネ
U

タ
U

の
職
を
設
け
、
そ
の
報
酬

額
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
情
報
政
策
コ
U

デ
ィ
ネ
U

タ
U

◎
榛
澤
　
茂
量
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

○
丹
羽
　
秀
男
（
公
明
党
）

緒
方
　
一
郎
（
公
明
党
）

島
田
甲
子
三
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

吉
田
　
　
武
（
グ
ル
U

プ
21
）

嶋
±

　
英
治
（
民
主
市
民
連
合
）

¸
谷
真
一
朗
（
民
主
市
民
連
合
）

石
井
　
良
司
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

岩
田
　
康
男
（
日
本
共
産
党
）

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

三
鷹
市
議
会
は
、
平
成
14
年
第
１
回
定
例
会
を
２
月
27
日
か
ら
３
月
28
日
ま
で
30
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
平
成
14
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
、「
情
報
政
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
新
設
や
国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
に
伴
う
条
例
の
改
正
な
ど
、
31
件
の
議
案
の
提
案
が
あ
っ
た
。

定
例
会
の
初
日
、
２
日
目
に
は
15
人
の
議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
３
日

目
の
３
月
１
日
に
は
市
長
か
ら
14
年
度
各
会
計
予
算
案
の
提
案
が
あ
り
、
施
政
方
針
及
び
提
案
理
由

が
説
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
６
日
に
４
会
派
に
よ
る
代
表
質
疑
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
同
日
設
置
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
一
括
し
て
付
託
さ
れ
、
定
例
会
中
に
集
中
的
に

審
査
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
同
日
に
は
議
案
６
件
も
可
決
さ
れ
た
。
最
終
日
の
28
日
の
本
会
議
で
は
、

14
年
度
予
算
案
な
ど
の
付
託
議
案
23
件
と
、
追
加
議
案
２
件
が
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
28
日
に
「
多
摩
地
域
の
保
健
所
再
編
整
備
案

に
反
対
す
る
決
議
」
や
意
見
書
３
件
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

平
成
14
年
度
の
各
会
計
予
算
案
は
、

３
月
６
日
設
置
の
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
延
べ
８
日
間
に
わ
た

る
精
力
的
な
審
査
を
経
て
、
28
日
の
本

会
議
で
委
員
長
報
告
ど
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。

三
鷹
市
で
は
、
昨
年
策
定
し
た
「
新

基
本
構
想
」「
第
３
次
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成

14
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

「
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
配
分
に
よ

る
諸
施
策
の
推
進
」「
行
財
政
改
革
の

推
進
」「
分
権
推
進
に
向
け
た
市
政
運

営
」「
財
政
の
健
全
性
の
維
持
」
の
４

点
を
、
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
た
。

本
市
の
予
算
の
財
政
的
特
徴
点
と
し

て
、
ま
ず
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

564
億
１
千
935
万
円
で
あ
る
が
、
市
債
の

繰
上
償
還
（
16
億
４
千
600
万
円
）
と

い
っ
た
特
殊
要
因
を
除
く
と
、
実
質
的

な
規
模
は
547
億
７
千
335
万
円
で
、
前
年

度
予
算
比
で
1.9
％
の
減
と
な
り
、
過
去

10
年
間
で
も
最
小
の
規
模
と
な
る
。
ま

た
、
本
市
の
財
政
の
根
幹
で
あ
る
市
税

収
入
は
、
322
億
５
千
327
万
２
千
円
で
、

前
年
度
予
算
比
2.0
％
の
減
と
見
込
ま

れ
、
厳
し
い
経
済
状
況
を
反
映
し
、
過

去
10
年
間
で
み
て
も
最
低
の
水
準
と
な

る
。予

算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
審
査

報
告
書
の
中
で
、
総
括
意
見
と
し
て
、

「
21
世
紀
型
自
治
体
」
の
実
現
に
向
け
、

固
い
決
意
と
不
断
の
努
力
を
も
っ
て
市

政
運
営
に
あ
た
る
こ
と
を
望
む
と
し

た
。
そ
し
て
、
委
員
会
は
さ
ら
に
19
項

目
の
意
見
を
付
し
、
市
理
事
者
が
十
分

配
慮
の
う
え
、
市
政
の
執
行
に
あ
た
る

３
月
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
「
三
鷹

市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
の
提
案
が
あ
り
、
総
務
委

員
会
に
付
託
、
審
査
の
う
え
、
28
日
の

本
会
議
で
委
員
長
報
告
ど
お
り
満
場
一

致
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

今
回
の
改
正
の
目
的
は
、
本
年
８
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
シ
ス
テ
ム
」
導
入
を
控

え
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
個
人
情
報
保
護
制
度
の
確
立
を

目
指
し
、
関
係
す
る
規
定
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

改
正
の
内
容
は
３
点
で
あ
り
、
１
点

目
は
、
市
の
電
子
計
算
組
織
と
市
以
外

の
電
子
計
算
組
織
と
の
結
合
禁
止
規
定

を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
規
定

で
は
、
市
の
電
子
計
算
組
織
と
市
以
外

の
も
の
の
電
子
計
算
組
織
と
の
通
信
回

線
に
よ
る
結
合
は
原
則
禁
止
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
、
法
令
に
定
め
が
あ
る

場
合
等
は
、
例
外
的
に
接
続
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

２
点
目
は
、
個
人
番
号
の
制
限
に
関

す
る
規
定
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。
現

行
規
定
で
は
、
実
施
機
関
は
、
電
子
計

算
組
織
で
処
理
す
る
た
め
に
用
い
る
個

人
番
号
を
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
の
範

囲
を
超
え
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
結
合
禁

止
規
定
と
同
様
に
、
法
令
に
定
め
が
あ

る
場
合
等
に
つ
い
て
、
例
外
的
に
相
互

の
使
用
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
点
目
は
、
法
令
や
制
度
の
改
正
に

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
電
子
計
算
組

織
に
よ
り
処
理
す
る
個
人
情
報
の
記
録

項
目
の
設
定
、
変
更
等
を
行
う
場
合
の

個
人
情
報
保
護
委
員
会
へ
の
諮
問
を
、

事
後
の
報
告
へ
と
改
め
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
14

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

今
定
例
会
最
終
日
の
28
日
に
、
市
長

か
ら
追
加
議
案
と
し
て
、「
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
提
案
が

あ
り
、
田
中
和
子
氏
（
新
任
）
の
選
任

が
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
た
。

去
る
２
月
14
日
、
東
京
都
市
議
会
議

長
会
か
ら
、
長
年
地
方
自
治
に
功
績
の

あ
っ
た
次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
た
。

（
議
員
在
職
10
年
以
上
表
彰
）

丹
羽
秀
男
　
古
瀬
英
子
　
¸
井
章
博
　

中
山
和
政
　
石
井
良
司
　
榛
澤
茂
量

金
井
富
雄

三
鷹
国
際
交
流
協
会
評
議
員

緒
方
　
一
郎
　
　
田
中
　
順
子

宍
戸
　
治
重
　
　
吉
野
　
和
之

三
鷹
市
農
業
振
興
対
策
審
議
会
委
員

島
田
甲
子
三
　
　
嶋
±

　
英
治

杉
本
　
英
騎
　
　
岩
田
　
康
男

三
鷹
市
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
会
議
委

員
後
藤
　
貴
光
　
　
田
中
　
順
子

大
竹
　
和
男
　
　
大
城
　
美
幸

三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
委
員

永
原
　
美
代
　
　
吉
田
　
　
武

嶋
±

　
英
治
　
　
大
竹
　
和
男

石
井
　
良
司

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
経
営
委
員

会
委
員

久
保
田
輝
男
　
　
吉
野
　
和
之

野
中
か
ず
江
　
　
榛
澤
　
茂
量

第２３４号 平成１４年５月３日

平成平成1414年度予算特集年度予算特集平成14年度予算特集
2月27日～3月28日
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議　　　　案 31 31 0 0
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意見書・決議 8 4 4 0
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主
な内

容
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各
会
計
予
算
の

議

決

結

果

国
民
健
康
保
険
事
業

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

下

水

道

事

業
満
場
一
致
で
原
案
可
決

再

開

発

事

業
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計

老

人

医

療

老
人
保
健
施
設
事
業

介

護

保

険

事

業

受

託

水

道

事

業

満
場
一
致
で

原

案

可

決

｝

予
算
審
査
特
別
委
員

人
　
　
　
事

表
　
　
　
彰

情
報
政
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置

公
平
委
員
会
委
員

選

任

に

同

意

平成14年第１回定例会

個
人
情
報
保
護
条
例
を
改
正

個
人
情
報
保
護
条
例
を
改
正

〜
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
に
対
応

一般会計 564億1,935万円

前年度当初比1.0％の増

特別会計

国民健康保険事業　 116億7,233万7千円

下水道事業　　　　　 35億5,464万2千円

再開発事業　　　　　 12億5,182万7千円

老人医療　　　　　 132億3,981万2千円

老人保健施設事業　　　 3億6,710万6千円

介護保険事業　　　　　66億3,221万4千円

受託水道事業　　　　　　 34億2,527万円

総　　計　　　　　 965億6,255万8千円

平成14年度予算規模

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

子
育
て
支
援
の
拠
点
が
新
た
に
誕
生
し
た

…
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
U

の
び
の
び
ひ
ろ
ば （上）

親子ひろば

（右）

受付

（左）

のびのびひろばの

あるタウンプラザ

「
21
世
紀
型
自
治
体
」
に
向
け

固
い
決
意
と
不
断
の
努
力
を


